
２０２３ 第８回きもの知識検定 結果報告 

 

実施日       令和５年１１月３日、 １１月６日 

受験者数      初級 ２８人    中級 １３人   美容学校生枠 １０６人予定 

受験結果報告    合格者      初級  ２３人    中級   １１人    

            平均点      初級  ７４．６点  中級   ６８．６点 

 

総評  

第 8回「きもの知識検定」は、東京会場、京都会場およびオンラインにて 11月 3日、11月 5日

の 2回に分けた実施となりました。コロナとインフルエンザが流行する中、対面でご参加いただ

きました皆様に心からお礼申し上げます。またオンライン受験の方々は、一部環境の不具合がご

ざいましたが、落ち着いた姿勢で試験に臨まれ有難うございました。本年は初級、中級ともに出

題を精査し、教養分野と専門分野に分別し思考を整理しながら解答できるような出題傾向と致

しました。その結果、受験者の学習の成果が点数に反映されたように感じます。 

コロナ禍を通し、すべての教育がオンラインで提供されることが通例の時代を迎えることとな

り、今後は国内外を問わず文化共有、多文化共生に行政の目も向けられることと推測致します。

世界の人々は日本の伝統文化に憧憬を抱き来訪しますので、インバウンド事業に携わる場合に

は、まず私たち日本人が自国の歴史や文化を興味深く掘り下げ、情報やトリビアを提供できるこ

とが重視されることでしょう。最後に本検定を受験された皆様方が様々な学びを社会の力とさ

れ、より一層ご活躍されますことを祈念致して今年度の総評とさせていただきます。 

 

初級 

初級の出題は主に前半に教養を、後半に専門要素を配置しました。事前勉強会で説明した通り、

「きものと帯の種類装い」「季節の装い」については良く把握しています。それに対し「装いの

TPO」および「コラム」の見落としが目立ちました。通過儀礼の由来、有名な文様などはご存知

の方も多いのでしっかりと押さえておきましょう。【いつ、どこで、誰が、何を】に加えて【ど

うして】についても意識を向けることで、きもの文化の礎となる日本の風土や四季、人々の暮ら

しの背景を知ることができます。どうぞ皆様には試験の結果を問わず、テキストを再度熟読して

いただきたいと希望致します。 

 

中級 

中級は広範囲の出題ですが、おおよそ７割の回答率で良く頑張ったと思います。中級は主に地域

の特性、歴史に触れた出題が多く、学習を通し日本の風土を改めて見直すことが出来ます。土地

にあった装い、時勢に適した文様などを営業に生かすこともできるでしょう。学んだことを日常

にいかせるような問題作りを心掛けています。中級の知識をふまえ、人に伝えることを意識し

「きものアンバサダー」として上級にチャレンジしてほしいと期待致します。 


